
令和７年６月２３日 第５回定例会資料

議案第１７号

１ 議案名

徳島県奨学金貸与条例施行規則の一部を改正する規則について

２ 提案理由

大学等における修学の支援に関する法律施行規則（令和元年文部科学省

令第６号。）の一部が改正されたことに伴い、規則中の省令の引用箇所に

ついて所要の整備を行う必要がある。

生涯学習課



徳島県奨学金貸与条例施行規則の一部改正について 

 

教育委員会事務局  

生涯学習課  

 

１ 規則改正の理由 

  大学等における修学の支援に関する法律施行規則（令和元年文部科学省令第６号。

以下「省令」という。）の一部が改正されたことに伴い、規則中の省令の引用箇所に

ついて所要の整備を行う必要がある。 

  

  

２ 規則改正の概要 

徳島県奨学金の対象となる高等専門学校４、５年生については、高等教育機関にお

ける国の授業料減免制度の認定あるいは不認定等を受けた場合に、必要に応じて県奨

学金の貸与月額を変更申請することができる。 

  このたび、省令の一部が改正され、国の授業料減免制度の対象として、「低所得世

帯の学生」に加え、「多子世帯の学生」が追加されたこと等に伴い、規則中の省令の

引用箇所について所要の整備を行うものである。 

 

 ①条項ずれに伴う改正 

  規則第７条の２において引用する省令「第１１条第５項」が「同条第６項」に、 

「同条第７項」が「同条第８項」となることに伴う所要の改正を行う。 

 

  ※（改正後）省令第１１条第６項・・・減免認定に関する規定 

              第８項・・・減免不認定に関する規定 

 

 

②条項の追加に伴う改正 

 省令「第１１条第９項」が追加されたことに伴う所要の改正を行う。 

 

  ※（改正後）省令第１１条第９項・・・減免認定事由の変更に関する規定 

                    【低所得世帯 ⇔ 多子世帯】 

                    ＊同条第６項及び第８項を準用 

 

 

３ 施行期日（等） 

公布の日 
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（
室
）
名

徳
島
県
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

担
当
者
名

重

本

佐

代

電
話
番
号

三

一

三

二

提
案
（
制
定
）
理
由

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
ま
し

一

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

関
係
法
規

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
七
年
文
部
科
学
省
令
第
十
号
）

予
算
上
の
措
置

法
規
審
議
委
員
会

要

・

否

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施

・

省
略

・

対
象
外
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徳
島
県
規
則
第

号

徳
島
県
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
第
十
一
条
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
「
第
十
一
条
第
六
項
若

し
く
は
第
八
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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徳
島
県
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
六
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
額
の
変
更
の
申
請
）

（
額
の
変
更
の
申
請
）

第
七
条
の
二

奨
学
生
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

第
七
条
の
二

奨
学
生
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

奨
学
金
の
額
の
変
更
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
奨
学
金
月

奨
学
金
の
額
の
変
更
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
奨
学
金
月

額
変
更
申
請
書
（
様
式
第
十
号
の
二
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け

額
変
更
申
請
書
（
様
式
第
十
号
の
二
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
奨
学
金
の
額

二

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
奨
学
金
の
額

を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
。

を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規

ロ

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号
）
第
十
一
条
第
六

則
（
令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号
）
第
十
一
条
第
五

項
若
し
く
は
第
八
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
九
項
に

項
若
し
く
は
第
七
項

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

の
規
定
に
よ
る
通
知

又
は
同
令
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
減
免
の
額
の

又
は
同
令
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
減
免
の
額
の

変
更
が
行
わ
れ
た
場
合

変
更
が
行
わ
れ
た
場
合

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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